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日本製鉄グループの動き

C o n t e n t s

鉄は自動車、鉄道、船、家電、産業機械、インフラなど、さまざまな用途の最終製品として使われ
るとき、軽量化や長寿命化、設備の効率化を通じてCO2削減に貢献しています。さらに2050年カー
ボンニュートラルの実現に向けて、再生可能エネルギーの普及拡大が進められているなか、発電
の設備やインフラを整備し、長期間にわたり安定的に維持・運用するため鉄は欠かせない存在です。
カーボンニュートラル時代においても日本製鉄グループは、CO2排出や環境負荷の削減に大きな
効果をもたらすエコプロダクツ®を開発・供給し、持続可能な社会の構築に貢献していきます。

カーボンニュートラル時代の
エコプロダクツ®




